
                                                

  

 これが解けるかな？～怪盗 Xからの挑戦状～  

９月２２日（月）２校時、１年６組にて神山史子先生が数学の授業を公開 

しました。本時のねらいは、個数と代金に関する問題を方程式を用いて解 

決することができるようになることです。前時までに方程式の解き方を学 

び課題にある数量関係を自ら立式できるかが解決のポイントとなります。 

導入で前時の内容を全体で確認しながら、今の自分に何ができるのかを丁 

寧におさえながら本時のメインの課題に向かいます。史子先生のいいなと 

思ったところは、まずは生徒に時間を与えて思考させ、課題解決に向けて 

何が足りないのか考えさせることで、その後に提示したヒント(表)の有用 

性や立式するための視点を生徒に実感させたところです。まだまだ、文字 

Xを使った方程式を作ることに慣れてない生徒にも、分かりやすく丁寧に 

文字アレルギーをおこさないよう「解ける喜び」を与えようとする工夫が 

みられました。史子先生、素敵な授業をありがとうございました😄 

 

 

 

 

 

 

 

 

南風原町学力向上推進委員会 かすりっ子「学ぶ」プロジェクト 

             【RSの視点を意識した６つの授業改善の Point！】より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝物はすぐそばに 
校内研通信 

第１４号     R７.９.２２ 

発行者：校内研担当 仲村智 


